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オリンピックに負けない興奮、愛好会出身日本代表活躍の夏

この夏は北京五輪に日本中が盛り上がりましたが、７月～8月にかけてヨーロッパ各地で開催された各種
目のオリエンテーリング世界選手権では愛好会出身の選手が数多く出場し、日本のオリエンテーリング界を
熱く盛り上げました。各選手からレポートが届きましたので、まとめてどど～んと紹介しちゃいます。
また春に募集しました日本代表選手への海外遠征援助金に多くのご賛同をいただきました。総額201,000
円の支援金を集めることができました。この場を借りて御礼申し上げます。

高橋善徳（自然96年入学，WOC代表，みちの会所属）
はじめに今年も世界選手権出場にあたり、多くの筑波大学オリエンテーリング愛好会のOB・OG
の方から支援をいただいたことを感謝いたします。
チェコのテラインは北欧と異なり、平らで走りやすいのではないかという印象をもたれるかもしれ
ませんが、世界選手権で使用されたテラインは一癖も二癖もあるテラインでした。私はミドル種目
に参加したのですが、やぶと岩のテラインに翻弄され予選通過の夢は叶いませんでした。結果的
に思い描くものは得られませんでしたが、この1年間の準備は自分にとって、とても大きい意味を
持っていたと思います。来年からは世界大会出場を考えていません。国内ではトレーニングを続
け、日本のトップ選手であり続けたいと思いますが、それと同時に他の選手をサポートする役回り
になりたいと思っています。私の理想は2004年～2005年に日本チームのコーチを務めていたヤ
リ・イカヘイモネンさんです。まだまだ身体が十分動くうちに彼のようなユーモアとカリスマ性のある
コーチになりたいと思います。若輩者ではございますが、今後ともご指導ご鞭撻のほど宜しくお願
いいたします。

山本紗穏里（物理07年入学，JWOC代表，筑波大OL愛好会所属）
JWOCははじめての海外ということもあり、新しいことだらけでとにかく楽しかった
です。とくに日本では会えないようなレベルの高い競技者たちと競い合えたことが
とても刺激的でした。
日本に帰ってきて、はっきりとした目標を見つけることはできてないですが、常に
進歩することを心がけ、これからもオリエンテーリングの面白さを追及していきた
いです。
応援ありがとうございました。インカレもがんばります。応援お願いします。筑波
大大会もがんばります。絶対みなさん来てください☆

小暮（渡辺）円香（比文94年入学，WOC代表，ES関東C所属）
二度目の世界選手権を走ってまいりました。
スプリント：コース三分の二までは予選通過圏内で走っていたが、後半隣接コント
ロールに引掛り記録無し。
ミドル：藪、湿地の中の直進が極めてうまくいったが、全体の流れが悪く予選ボー
ダー遠し。
リレー：走れるコースで順調に進むも1箇所大ミス発生。
と、なかなか厳しいものでした。今後は安定した力強い走りを目指し、筋力強化、
バランスアップを意識し、引き続き精進してまいります。
ご支援、ご声援ありがとうございました。

小泉成行（自然98年入学，WOC代表，ときわ走林会所属）
５度目の世界選手権ではじめて満足のいくレースができました。２ヶ月前に欧州入りし、いろんな
大会に出て、これまでの経験をいかして直前の調整も細心の注意で臨む、全力を尽くした準備を
した賜物だと思っています。しかし満足のいくレースをしても、世界選手権では中の下程度の成績。
それどころか遠征中に出たフィンランドの大会ではおじさんランナーについていくのがやっとでした。
世の中まだまだ速い奴がい～っぱいいるんだなぁ！とあらためて思いました。オリエンテーリング、
いつまでたっても飽きることのない奥の深きこのスポーツが大好きです。
これまで応援ありがとうございました。これからもオリエンテーリング続けます。最近テレインから
足の遠いみなさんも、ぜひオリエンテーリング大会に戻ってきてください！




